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の浸潤を伴う粘膜肥厚を認めた。明期における覚醒時間は逆流性食道炎群 232.2 ± 11.4 分
であり、コントロール群 173.3 ± 7.4 分と比較して、逆流性食道炎群で 34％の有意な増加
を認めた。一方、NREM睡眠時間は逆流性食道炎群において有意な減少を認めた。暗期では、
覚醒、NREM睡眠時間に有意差は見られなかったが、REM睡眠時間は逆流性食道炎群において
有意な増加を認めた。逆流性食道炎群では短時間の NREM睡眠の増加、長時間の NREM睡眠の
減少、Stage transitionの増加を認めたことから、睡眠断片化が起こっていることが判明し
た。PPI投与により明期における NREM睡眠時間の増加や睡眠断片化の改善を認めた。これら
の効果は PPI中止により消失した。 
【結論】 
逆流性食道炎と睡眠障害の関連に酸逆流が直接関与することが判明した。 
 
 
